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第１３回ワールドサービスミーティングを終えて
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ＷＳＭＷＳＭＷＳＭＷＳＭ前期評議員 岡崎 直人前期評議員 岡崎 直人前期評議員 岡崎 直人前期評議員 岡崎 直人
ワールドサービスミーティングにノン・アルコホ

ーリク（アルコホーリクの評議員を「クラスＢ」と
呼ぶのに対し 「クラスＡ」と呼ばれます）前期評、
議員として参加させていただきました（もうひとつ
仕入れてきた言い方は「ＡＡの友人 。これから使」
わせていただきます 。）
今回の、第１３回ワールドサービスミーティング

は 「基本に帰ろう（ 」という、 ）BACK TO BASICS
テーマで、南米コロンビアのカルタヘナ市に世界１
９ヵ国より約４０人の評議員が集まり、１０月９日
（ ） （ ） 。日 から１３日 木 までの５日間開かれました
カルタヘナ市はコロンビアのカリブ海に面し、ス

ペイン帝国華やかりしころに、インカ帝国の黄金を
本国に送り出し、その財宝をカリブの海賊から守る
ための壮大な城壁を誇る古い港町という側面と、観
光客が訪れるホテルの立ち並ぶリゾート地としての
側面をもった街です。日本からはずいぶん遠いとこ
ろで われわれも成田 ニューヨーク マイマミ １、 （─ ─
泊） カルタヘナと飛行機３本を乗り換えました。─
カルタヘナ市で持たれた意味は、参加国の構成が、
アメリカ／カナダ、オーストラリア、ニュージーラ
ンド、南アフリカ、日本を除き、ヨーロッパ諸国と
中南米諸国がほとんどを占め、とくにラテン・アメ
リカ諸国でのＡＡの発展は目覚ましいことにあると
思います。会議では英語とスペイン語が用いられ、
同時通訳がつきました。
さて、カルタヘナ空港を一歩出ると、いきなり現

地の人がわっと寄って来て、勝手に荷物をタクシー
に詰めてしまいました。メーターのないタクシーで
会場のヒルトンホテルに到着し、運転手の言い値で
５ドル払い、現地の歓迎係の人たちの出迎えを受け
て、やっと一安心。その晩は、庭での夕食会が華や
かに行われました。
翌日第一日の最初に、赤いボールを転がして、そ

れが止まった人が話す形式の、恒例の「レッドポー

ル・ミーティング」が行われました。３回目に私の
ところにさっそく止まってしまい、まず何とか英語
で話すことができました。大会場に移っての開会式
では、日本の後期評議員が会議の目的を立派に朗読
しました。
今回のテーマは、激動する現代社会の中で、ＡＡ

の基本をもう一度考えようという趣旨です。アルコ
ホリズムの広がりが、若年者・女性・高齢者・同性
愛者に広がってきたり、他の嗜癖行動（薬物、摂食
障害、ギャンブルなど）を持っているＡＡメンバー
も増えてきました。また、さまざまな嗜癖や問題を
持った人々によっていろいろなアノニマス・グルー
プが作られています（ＮＡ、ＧＡ、ＯＡなど）が、
それらとＡＡの関係も話題になりました。医療・治
療施設や社会福祉サービスとの関係も複雑化してき
ています。パソコンを用いたミーティングをＡＡの
フェローシップの中でどう位置づけるかも話し合わ
れました。そして、ＡＡが発展するにつれてサービ
ス全体について、各国の経験を分かち合う必要も増
しています。こうしたテーマを軸に、各国からの報
告、メイン会場でのテーマに基づいたスピーチと分
かち合い、１０名ほどの小人数に分かれてのワーク
ショップが、５日間、特に中間の３日間は朝９時よ
り午後９時半まで熱心に行われます。ＡＡの生き方
を実践しているメンバーたちが、与えられたテーマ
を自分の経験によって深め、堂々とスピーチしてい
る姿がとても印象的でした。また、冬の長い北欧諸
、 （ 、 ）国 社会情勢の激変した東欧 ドイツ ポーランド

や南アフリカ、ＡＡの目覚ましい発展が見られるラ
テン・アメリカ、アジア・オセアニア地域のサービ
スミーティングの開催に燃える日本とニュージーラ
ンド、そして長く膨大な経験を持っているアメリカ
／カナダなど各国のＡＡの報告は居ながらにして世
界を駆けめぐる気分になり、世界中でＡＡがまだ苦
しんでいるアルコホーリクに、メッセージを運ぶと
いうひとつの目的に向かっている情景が目に浮かん
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できました。
閉会式では参加メンバーが軸になって手をつな

ぎ、各国語で「平安の祈り」を唱え、私も日本語で
祈らせていただきました。すべての日程が終わった
夜のパーティーでは現地の楽団に合わせて、夫婦で
参加をしていたメンバーたちがカップルで踊ってい
ました。それはソブラエティの喜びがいっぱいに表
現された夜でした。
世界のＡＡメンバーと共通の問題を話し合い、た

くさんの分かち合いを行うことのできた今回の旅は
私にとって実り大きな旅でした。この大きな祝福を
日本の皆様にも伝えていきたいと思っています。

ＷＳＭＷＳＭＷＳＭＷＳＭ後期評議員後期評議員後期評議員後期評議員 アキヨアキヨアキヨアキヨ・・・・ＭＭＭＭ
前回のニューヨークでは女性評議員は日本からの

２名だけだったが、今回は５名も参加があり、華や
かな感じがした。会場では実行委員をはじめ、ニュ
ーヨークＧＳＯのなつかしいスタッフの方々、そし
て現地コロンビアの歓迎係の人達の手厚いおもてな
しを受けて、１９時間半の二日がかりの旅の疲れも
取れ、心なごやかに交流が深められた。
今回のテーマは「基本に帰ろう」である。ＡＡの

中ではとても大切な議題ばかりが組み込まれてお
、 。り 以下のことを中心に各々の経験を分かち合った

（詳細は報告書にて）
《主なプレゼンテーション》
・アノニミティについて（３項目）
・スポンサーシップは心からの言葉（４項目）
・変わりゆく世界の中での伝統とは（４項目）
・サービスとは（３項目）
・ＡＡ 霊的プログラム（２項目）─
・国際出版基金について（ジョージＤ）
《ワークショップ》
・出版（文書） 基本的な道具・各国間の交流─
・アノニミティとは・自由テーーマ
《委員会》
議事委員会・文書／出版委員会・方針／採用／財
務委員会・一緒にやろう委員会

《各国からの報告》
《全体会議 ＷＳＭの参加の資格など》─

このうちワークショップの自由テーマのなかで論
、 。じられた 今身近に起こっている問題を紹介したい

特別なグループについて パソコン・ミーティン＊＊＊＊ ─
グ：情報社会の中では非常に興味のあるやり方であ
り、パソコンそのものは分かち合いの優秀な道具と
して、ハンディキャップのある人、耳の不自由な人
に必要であり、役立っていると思われるが、ローン
ナーグループに例えられるように、個人的な分かち
合いに過ぎないものである。グループとしては、伝
統１、２、６、７、１１、１２、と引用しても、や
はりグループの良心、アノニミティが破られる恐れ
等がある。老若男女が一堂に会してこそＡＡミーテ
ィング、グループということができる。大方がこの
ような意見に同意した。
ビッグブック・スタディ・グループとは：今アメ＊＊＊＊

リカで大人気のこのグループをＡＡグループとして
認めるにあたっては、大方が反対の見解を出した。
ウィークエンドセミナーと称し、料金を取らてメン
バーの参加を募り、講師あるいは説明役としてビッ
グブックを教えるやり方は問題だろう。やはり霊的
な要素である分かち合いにはならないとの見解が出
されたが、反面、ある意味では一体性を強めるＡＡ
の出版物へ特別な関心を引きつけることができ、実
際的な効果も出ているとのことである。これは一つ
に本を売る目的もあるとのことだった。
特定の仲間たちだけの集まりは本来のＡＡグルー＊＊＊＊

プではない：女性やヤングのためのミーティングを
特別グループと呼んでいるところもあるが、ミーテ
ィングの名称をどうするかはその国独自の決め方が
ある。大事なことはＡＡはＡＡだということ。ＡＡ
は老若男女だれに対しても扉を開けているのであ
る。
各国間の交流の中で：来春２０周年の前日、３月＊＊＊＊

２３日に日本で初めてアジア・オセアニア地域へ愛
の手を差し伸べるためのサービスミーティングが開
かれる旨を報告したとき、それはもう各国から、喜
びの拍手と「すばらしい！」という支援の言葉を浴
びた。私に与えられたこの使命と偉大な賜物に対し
、 。て これほど強く感謝の気持ちを感じたことはない

日本の仲間の方々、心から心からありがとう。
“ムーチョ グラシェアス リンダ！”

アメリカサンディエゴ
ＡＡ６０周年国際コンベンション参加ツアーのお知らせ

年 月 日 成田出発～ 月 日 成田帰着☆ 1995 6 28 17:20 7 4 16:15
ホリデイイン・ハーバービュー ５泊（宿泊代含む）

￥１３９，０００－.
☆募集人員 先着１００名様まで

（関西国際空港からの便もあります。詳細はＪＳＯにお問い合わせ下さい）
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ＡＡ愛媛ワークショップ
ワータショップワータショップワータショップワータショップをををを終終終終えてえてえてえて
高知県のＡＡの歴史は長い。そして香川県でも丸

亀グループが仲間の来るのを待っています。
我々の願いは、四国全土でまだ苦しんでいる多く

の人達に、アルコホリズムから回復するＡＡの方法
について紹介することでした。
昨年、沖縄那覇と北海道札幌で同じような趣旨で

ワークショップを開き、ＪＳＯでも愛媛でもその必
要性を痛感し、中四国ＡＡの熱心なサポートのもと
に開かれる運びとなりました。沖縄でもそうであっ
たが、県の精神保健センターを、所長のご厚意によ
りお借りすることができ、四国や中国、また関西や
九州の関係者や仲間と愛媛県の松山で会うことにな
ったのは、画期的なことでした。
プログラムは、一日目をＡＡの話を関係者に聞い

て貰おうと、パブリックミニティングという名前で
「病気と回復」という概念や、回復のための「１２

」 「 」のステップ とグループ運営のための １２の伝統
について聞いていただいた。
ＡＡのプログラムに詳しい方々が多かったが、皆

熱心に耳を傾けていただいたが、仮に開くＡＡミー
ティングをモデルミーティングと言っているが、そ
のミーティングはやはり仲間の分かち合いという、
ＡＡの神髄を伝えてくれて、圧巻だった。
二日目はステップと伝統について各地の仲間たち

と分かち合った後、ＪＳＯから最近のＡＡサービス
活動について報告をおこなった。
ところで、ＡＡに命令はありえません。しかしＡ

Ａにとって一体性は不可欠で、全国のグループに代
議員を登録して貰い、活字による同一の情報を北海
道から沖縄まで、同時に、その代議員を通じて提供
する方法は、この一体性を保つ上で大きな役目を果
たしています。
しかし活字だけでは充分な理解は期待出来ないこ

ともあり、ときには誤解も生みます。昨年からの沖
縄、北海道、そして今回の愛媛と続いたＪＳＯ主催
のワークショップが、日本ＡＡの有機的な分かち合
いを進めていくためにも、大きな効果があったと思
います。今後もこのワークショップが続けられてい
くことを願っています。

ＪＳＯ 林

特 集特 集特 集特 集

感謝感謝感謝感謝、、、、感謝感謝感謝感謝ＡＡＡＡＡＡＡＡ愛媛愛媛愛媛愛媛ワークショップワークショップワークショップワークショップ
ＡＡにつながってまだ半年にもならず、しかも入

院中です。よく入退院の繰り返しと聞いたりします
が、私の場合はアル中になってから現在の病院に巡
り会えるまで十余年。今はここで教育と回復のため
の訓練をさせてもらって、まさに「アルコール大学
病院」に入学したようです。
ＡＡは宗教的と自分勝手に決め、あれほど神様に

抵抗を持っていた私が、なぜか、だんだんとＡＡの
方に傾いていきました。正常に戻って幸せになろう
としている仲間から特に親しくしてもらい、惜しみ
ない励ましの助言を受け、そんな付き合いを大切に
してきたからだと思います。
そんな中、隣県で行われたＡＡワークショップへ

の参加が私にとって大変な手助けとなり、勇気づけ
られたのは言うまでもありません。ハンドブックは
もちろん、円に三角のマークの入ったＡＡに関する
資料は全ておろそかにすまいと自分に言い聞かせま
した。今回は初心の私にとって、もってこいのワー
クショップとなったのです。この二日間 「そうだ、
ったのか、そういう意味合いがあったのか」と初め
て触れる新鮮な話ばかりで、オープンとクローズド

、 、 、の相違 アノニミティについて スポンサーシップ
ＡＡの献金のゆくえ、他の自助グループとＡＡとの

、 、 。相違点 等々 得るものはキリがありませんでした
また勇気ある質問をした人もいましたが、それは酒
を何が何でもやめたいという強い願望の現われだと
感じさせてくれました。また、若くしてＡＡにつな
がった仲間たちの話に「早い時期に問題飲酒に気づ
いて良かったなァ。そのままの気持ちで頑張れ！」
と心より祈る私でしたが、彼らを羨ましく思ったり
もしました。とにかく初めてのワークショップに参
加することにより、自分なりのＡＡに対する知識が
素直に改められ、新たに正しい解釈で受け入れるこ
とができて、私にとって本当に勉強となり意義ある
二日間でした。
言うまでもなく関係者の方々、また仲間たちにも

。 。本当に感謝しております ありがとうございました
高知Ｇ．ワコー

ＡＡＡＡＡＡＡＡ愛媛愛媛愛媛愛媛パブリックミーティングパブリックミーティングパブリックミーティングパブリックミーティング
１９９４年１０月２１日。朝５時起床。タクシー

、 。で高知駅に到着後 ７時の高速バスで松山に向かう
沖縄に続いて昨年８月の地域集会で決定したＪＳＯ
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主催のパブリックミーティングにはＪＳＯからどん
なメンバーが来てくれるのかと期待でいっぱいでし
た。中四国セントラルオフィスのスタッフと落ち合
い、空港にＪＳＯスタッフを迎えに行くことになり
ました。スタッフは林さん一人と聞いて私は一瞬気
が抜かれる思いがしましたが、今年のＧＳＭで、Ｊ
ＳＯの行事予定や財政の事を聞いておりましたの
、 。で 皆で全力投球でやるしかないと思い直しました
６時１０分着の便が３０分遅れ、私は到着口で、

オフィススタッフは車の中で、待つことにしました
が、この３０分が大きく私の考えを変えてくれまし
た。昨年８月以来実行委員に名を連ねておりながら
一度の打ち合わせもしていなかったこと、現地に一
度も足を運ばなかったこと、ＪＳＯ主催だから全く
ＪＳＯがしてくれると考えていたこと、セントラル
オフィスからの連絡で全てが間違いなく実行できて
いることを知って依存心が私の中で無意識に生まれ
たことそのために自分から積極的に具体的な提案行
動を取っていなかったのです。だから自分で責任を
引き受けていかなければならないのだと考えること
ができました。
林さんを迎え宿舎に帰り、夕食後宿泊者１２名で

１１時過ぎまでミーティングを行ない、明日の予定
を打ち合わせて眠りましたが、会場の確認がまだの
ことや、地図がミスプリントであったことを考える
と、なかなか眠れませんでした。
１０月２２日（土）天気晴。宿舎を早朝７時に出

発。会場にはあっけない程早く到着し、早速会場づ
くりに取り掛りました。精神衛生センターの所長さ
んも休日にかかわらず朝の８時半には来て下さり最
後まで御協力戴き、大変有難く思いました。１０時
ごろにはだんだんと参加者が集まってきましたが、
地図がミスプリントのため、私は終日受付でお詫び
をしました。多くの方は苦情どころか、笑って励ま
してくれました。こうして多くの方々の話が聞ける
ことに比べたら、それぐらいのミスは大したことで
はないと言ってくださった先生もおられました。
ワークショップが始まってみると、いろいろな不

備にもかかわらず、メンバーは遠く沖縄から大分、
、 、 、 、 、 、 、 、福岡 明石 島根 京都 山口 宇部 尾道 岡山

高知と集まってくれました。地元のクリニック関係
から紹介されて来てくれた人も１０数名。グループ
のビジネスミーティングや中四国の地域集会で、将
来に向けた具体的なサービス対策を打ち出さなけれ
ばと考えております。そのため１０月には広島の病
院の院内ミーティングに行きましたし、山口県の打
ち合わせ会にも出席させて戴きました。１２月の地

域集会にはオブザーバーが２、３人参加するよう話
を進めておりますし、私自身は島根オープンにも参
加予定です。
以上、実行委員として不手際でしたが、関係協力

、 、者のご好意と共に ＪＳＯやメンバーの協力があり
無事に松山ワークショップを終了することができま
した。感謝しています。みなさま、ありがとうござ
いました。 実行委員 Ｈ．Ｄ

松山松山松山松山ののののワークショップワークショップワークショップワークショップにににに参加参加参加参加してしてしてして
病院を退院してＡＡにつながることが出来て２ヵ

月足らずですが、その間に色々な事がありました。
時間の経つのが早かったのか遅かったのか、自分で
もよくは判らないのですが、多くの仲間にアドバイ
スをもらったり、助けてもらったりして今日に至っ
ています。
オープンスピーカーズミーティングや関西ラウン

ドアップ、この度の松山でのワークショップなど、
数多くのイベントに参加でき、新しい生き方が始ま
ったんだということを実感しています。
その中でも「松山で行なわれたワークショップに

」 。参加できた という事が大変な喜びとなっています
というのも、松山という街は自分が５才の頃から住
んでいた街であり、自分を形成する上でも大きな影
響を受けた街だという思いで、どうしても一度行っ
ておかなくてはならないという気持があったからで
す。松山の街に立って改めて「自分はアルコールか
ら切れたんだなあ！」との感じ。半年前の布団にく
るまってグラスと向き合っていた頃の自分が何か遠
い昔のように思えて信じられない気持ちでした。
また港から乗った電車の中から昔通っていた校舎

を見、登校途中の学生を見て、自分がまだアルコー
ルに侵されていなかった頃の姿をオーバーラップさ
せたりと様々な感情が湧き上ってきました。
今、こうして健康な体でいる喜びと、これから先

の人生に向かっていく勇気の両方を持つ事が出来て
いるのは、ＡＡが与えてくれた「飲まない生き方」
と「仲間が与えてくれる力」のお蔭である事をとて
も感謝して、これからもグループにしっかりつなが
っていく気持ちを大事にしていこうと思っています

（ＢＵＧ）


